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豊科病院の理念 

自他を問わず人間を愛し、慈しむ心を礎に、病める人、障碍を持つ人、悩める人に常に自

分の家族に接するように優しく接し、最良の医療・福祉サービスを提供し、地域の人々の

要求及び個別的要求にも応え、地域で人々が快適に生活できるような支援を行う。 

入
院
者
訪
問
支
援
事
業
は
じ
ま
る 

～
当
院
は
先
行
実
施
病
院
と
し
て
９
月
よ
り
開
始
～ 

精
神
保
健
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、令

和
６
年
度
か
ら
「
入
院
者
訪
問
支
援
事

業
」
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
本
事
業
は
、

精
神
科
病
院
に
入
院
さ
れ
て
い
る
方（
特

に
本
人
の
同
意
に
よ
ら
な
い
医
療
保
護

入
院
な
ど
）に
対
し
て
、外
部
の
第
三
者

が
病
院
を
訪
問
し
、傾
聴
・
相
談
支
援
・
情

報
提
供
を
行
う
制
度
で
す
。こ
の
事
業

は
、
精
神
障
害
の
あ
る
方
の
人
権
を
守

り
、
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
支
え
る
重
要

な
仕
組
み
で
す
。 

今
回
は
、
本
事
業
に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ
形

式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

Ｑ 
: 

制
度
の
目
的
は
？ 

Ａ 
: 

入
院
患
者
さ
ん
の
孤
立
感
を
軽
減

し
、
安
心
感
の
確
保
、権
利
擁
護
の
推
進

（
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、退
院
や
地
域

生
活
へ
の
移
行
を
支
援
）、情
報
提
供（
福

祉
制
度
、地
域
資
源
、退
院
後
の
生
活
支

援
な
ど
）、外
部
と
の
接
点
を
持
つ
こ
と

で
、
病
院
内
だ
け
で
完
結
し
な
い
支
援

の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

Ｑ 
: 

入
院
患
者
は
全
員
が
対
象
で
す

か
？ 

Ａ 
: 

い
い
え
。
長
野
県
に
お
い
て
は
、

親
族
が
不
在
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、市

町
村
長
の
同
意
で
医
療
保
護
入
院
さ

れ
て
い
る
方
を
主
な
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
、対
象
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 



ど
こ
に
あ
る
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豊
科
病
院
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は 

Ｑ 
: 

ど
の
よ
う
な
人
が
訪
問
す
る
の
で

す
か
？ 

Ａ 
: 
 

外
部
か
ら
「
入
院
者
訪
問
支
援

員
」（
以
下
、
訪
問
支
援
員
）が
病
院
を

訪
問
し
ま
す
。
長
野
県
の
場
合
、
現
時

点
で
は
、
研
修
を
受
け
た
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー（
※
①
）と
精
神
保
健
福
祉
士(

※

②)

が
訪
問
支
援
員
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
お
よ
び
精
神
保
健
福
祉
士

を
対
象
に
、県
内
で
訪
問
支
援
員
の
養

成
研
修
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
資
格
要
件
を
限
定
せ
ず
、

福
祉
・
医
療
関
係
者
、弁
護
士
、
市
民
な

ど
、
よ
り
多
様
な
方
々
が
訪
問
支
援
員

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 

Ｑ 
: 

訪
問
支
援
員
の
役
割
は
何
で
す

か
？ 

Ａ 
: 

入
院
患
者
さ
ん
の
話
を
傾
聴
し
、

気
持
ち
を
受
け
止
め
る
こ
と
。
生
活
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
る
こ
と
。
地
域
資

源
や
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行

う
こ
と
。
そ
し
て
、患
者
さ
ん
の
権
利
擁

護
に
軸
足
を
置
い
た
医
療
機
関
外
の
第

三
者
の
立
場
で
支
援
し
、守
秘
義
務
を

遵
守
す
る
こ
と
。
な
ど
が
主
な
役
割
で

す
。 

Ｑ 
: 

す
で
に
事
業
は
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
か
？ 

Ａ 
: 

長
野
県
で
は
、
県
が
指
定
し
た
県

内
４
つ
の
精
神
科
病
院
に
お
い
て
先
行

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
１
つ

が
当
院
・
豊
科
病
院
で
す
。
当
院
で
は
、

令
和
７
年
９
月
２
日
よ
り
、訪
問
支
援

員
が
来
院
さ
れ
、数
名
の
入
院
患
者
さ

ん
に
対
し
て
面
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

長
野
県
内
の
他
の
精
神
科
病
院
は
、
令

和
８
年
１
月
頃
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 

Ｑ 
: 

こ
の
事
業
の
実
施
主
体
は
ど
こ
で

す
か
？ 

Ａ 
: 
 

都
道
府
県
（
長
野
県
）が
主
体
と

な
っ
て
事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。 

 
 Ｑ 
: 

利
用
ま
で
の
流
れ
は
？ 

Ａ 
: 

長
野
県
の
場
合
、市
町
村
長
の
同

意
に
よ
り
医
療
保
護
入
院
さ
れ
て
い
る

方
が
、
訪
問
支
援
員
の
来
院
を
希
望
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。そ
の
入
院

者
ご
本
人
、
ま
た
は
ご
本
人
か
ら
依
頼

を
受
け
た
病
院
職
員
が
、
長
野
県
庁
の

担
当
課
へ
電
話
等
で
申
し
込
み
ま
す
。
長

野
県
は
２
名
の
訪
問
支
援
員
を
病
院
へ

派
遣
し
、１
回
あ
た
り
30
～
40
分
程
度

の
面
談
を
行
い
ま
す
。
面
談
時
間
は
人
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
入
院
中
に
不
安
に

感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、自
由
に
相
談
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、訪
問
支
援

員
と
の
面
談
は
、１
回
限
り
で
は
な
く
、

何
度
も
希
望
で
き
ま
す
。 

 

 

今
年
も
９
月
17
日
と
24
日
の
２
日

に
渡
り
、日
本
光
電
㈱
の
職
員
の
方
を

講
師
に
迎
え
、
職
員
を
対
象
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

(

自
動
体
外
除
細
動
器)

の
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
訓
練
用
の
ダ
ミ
ー
人
形

を
使
用
し
、
職
員
が
一
人
ず
つ
実
践

形
式
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
学
び

ま
し
た
。  

さ
て
、
そ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
す
が
、
当
院
・

豊
科
病
院
の
ど
こ
に
設
置
さ
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
意
外
と
ご
存
じ
な
い

方
が
多
い
の
で
、今
回
設
置
場
所
を
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

設
置
場
所
は
南
側(

道
路
に
面
し

た
側)

の
玄
関
の
壁
に
あ
り
ま
す(

写

真)

。
当
院
を
利
用
さ
れ
る
大
半
の

方
々
が
、
西
側
の
玄
関
を
使
用
さ
れ

る
た
め
、
皆
さ
ん
の
目
に
触
れ
る
こ
と

が
少
な
い
よ
う
で
す
。 

南
側
の
玄
関
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し

て
い
る
の
は
、
歩
道
や
道
路
に
最
も
近

※
① 

【
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
】  

 

「
ピ
ア
（p

e
e
r

）」
は
仲
間
や
同
僚
と
い
う
意

味
。
あ
る
問
題
を
か
か
え
る
当
事
者
が
同
じ
問

題
を
抱
え
る
者
を
仲
間
の
立
場
で
支
援
し
合

う
こ
と
を
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
。
精
神

保
健
領
域
に
お
け
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
、精
神

障
害
者
が
自
ら
の
体
験
に
基
づ
い
て
、
仲
間
の

障
害
者
を
支
援
す
る
活
動
を
指
し
、
支
援
す

る
障
害
者
を
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
呼
ん
で

い
る
。  

※
② 

【
精
神
保
健
福
祉
士
】 

精
神
障
害
が
あ
る
人
の
生
活
支
援
や
社
会

復
帰
を
専
門
と
す
る
国
家
資
格
。
医
療
・
福
祉
・

行
政
な
ど
に
勤
務
す
る
と
同
時
に
、そ
れ
ら
の

分
野
と
連
携
し
、
相
談
援
助
や
制
度
活
用
を

通
じ
て
、地
域
で
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進

す
る
専
門
職
。 



南側玄関に設置の AED 

華麗な包丁さばきを見せる患者さん 

         

               

                         

                         

 
い
場
所
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

皆
さ
ま
が
一
秒
で
も
早
く
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。 

当
院
に
限
ら
ず
、
公
共
機
関
や
店
舗

な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場

所
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
ね
。  

作
業
療
法
で
は
、５
月
か
ら
小
集
団
に

よ
る
園
芸
グ
ル
ー
プ
を
実
施
し
、院
内
の

畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
や
野
菜
を
育
て
て
き

ま
し
た
。
夏
が
過
ぎ
、
10
月
に
は
サ
ツ
マ

イ
モ
の
収
穫
を
行
い
、
予
想
以
上
に
多
く

の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
か
ら
も
「
か
な
り

豊
作
だ
ね
」「
大
き
い
サ
イ
ズ
だ
ね
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、大
き
さ
・
量
と
も
に

満
足
の
い
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

10
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
サ
ツ

マ
イ
モ
を
乾
燥
さ
せ
、
11
月
１
日
と
11

月
14
日
に
「
焼
き
芋
の
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
調
理
方
法
に
つ
い
て
は
、
当

院
が
街
中
に
あ
る
た
め
焚
火
で
の
焼

き
芋
は
難
し
く
、
電
子
レ
ン
ジ
の
ス
チ

ー
ム
機
能
を
用
い
て
蒸
し
調
理
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
、
ほ
く
ほ
く
と
し

た
食
感
が
特
徴
の
紅
あ
ず
ま
、
ね
っ
と

り
と
し
た
甘
さ
が
特
徴
の
安
納
芋
を

実
食
し
ま
し
た
。
味
に
つ
い
て
は
、
皮

や
表
面
に
や
や
硬
さ
が
残
っ
た
も
の

の
、
実
の
部
分
は
十
分
な
甘
み
が
あ

り
、
患
者
さ
ん
か
ら
は
「
大
満
足
」「
お

い
し
か
っ
た
」「
ま
た
や
っ
て
み
た
い
」

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
充
実
し
た
活

動
と
な
り
ま
し
た
。 

作
業
療
法
で
は
、
季
節
の
行
事
の

一
環
と
し
て
、
10
月
24
日
～
25
日

に
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
病

棟
の
入
院
患
者
さ
ん
の
作
品
を
、１

階
の
一
室
に
集
め
て
展
示
し
ま
し

た
。
作
品
は
、作
業
療
法
の
制
作
時
間

に
作
ら
れ
た
塗
り
絵
、
絵
手
紙
、
習
字

の
３
部
門
で
す
。
出
展
さ
れ
た
作
品
総
数

は
、
な
ん
と
150
点
以
上
に
の
ぼ
り
、
壮
観

で
し
た
。 

ま
た
、
文
化
祭
に
来
場
さ
れ
た
方
々
に

は
、
優
秀
な
作
品
に
投
票
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
力
作
が
多
く
、
投
票
の
際
に

は
時
間
を
か
け
て
悩
ま
れ
る
方
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は

「
綺
麗
に
展
示
さ
れ
て
う
れ
し
い
」「
こ
ん

な
に
あ
る
の
は
す
ご
い
」
と
の
声
が
あ

り
、
職
員
を
含
め
皆
さ
ま
が
関
心
高
く

鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
塗
り
絵
な
ど
の
作
品
以
外
に

も
、
園
芸
活
動
の
ポ
ス
タ
ー
展
示
や
、
実

際
に
畑
か
ら
収
穫
し
た
安
納
芋
・
紅
あ
ず

ま
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん

に
手
に
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
芋
の
重

さ
や
大
き
さ
を
体
感
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
園
芸
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
な
い
方

で
も
楽
し
め
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 ２

日
間
に
わ
た
る
文
化
祭
は
、
様
々
な

作
業
療
法
の
活
動
を
紹
介
す
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。 

 



令和 7年 11月 1日現在 

 

                            

                         

            
 月 火 水 木 金 土 

内 

科 
休 診 休 診 休 診 

信州大学 

病院 

医師 

休 診 休 診 

精 

神 

科 

① 

中澤
なかざわ

 知遠
ち と お

 

医師 

西里
にしざと

 吉昭
よしあき

 

医師 

五味渕
ご み ぶ ち

 満徳
みつのり

 

医師 

岡崎
おかざき

 隆司
た か し

 

医師 ※ 

中澤
なかざわ

 知遠
ち と お

 

医師 

五味渕
ご み ぶ ち

 満徳
みつのり

 

医師 

精 

神 

科 

② 

 中村
なかむら

 千恵美
ち え み

 

医師 
  中村

なかむら

 千恵美
ち え み

 

医師 （新患） 
 

◎ 受付時間    午前 7:00～正午 

◎ 診療時間    午前 9:00～終了まで   ※木曜日の精神科は、午前 9:30～診療開始 

 

○ 午後は全科休診となります。           ○ご不明な点は受付へご確認ください。 

○ 日曜・祝日は全科休診となります。         お問い合わせ先…℡0263-72-8400  

 
 ●編集後記● 

雪がた第 90号はいかがだったでしょうか。 

猛暑が続いた夏も過ぎ、いつの間にか季節は秋から冬へと移ろうとしています。 

最近のニュースといえば、第 104 代目の内閣総理大臣に任命された高市早苗氏の話題や、毎日の

ように報じられる熊の被害です。今年の被害者数は過去最多となっており、亡くなった方も少なくあ

りません。ここ信州も毎日熊が出没していますので、市街地であっても気をつけたいものです。 

一方、メジャーリーグではドジャースの大谷翔平選手がワールドシリーズ連覇に大きく貢献し、3 年

連続・通算 4 度目の MVP を受賞しました。日本中が盛り上がり、大谷選手のニュースを見ない日はな

いほどです。来季は完全な二刀流として復活し、終わりなき向上心を持つ「さらにすごい大谷」がど

のような活躍を見せてくれるのか、今から楽しみです。 

※表題「雪がた」について   

春から夏にかけて北アルプスでは様々な雪形が見られ、当院からは常念岳の常念坊や、蝶ヶ岳の蝶などの雪形を正面に望むことが

出来ます。雪形が季節の変化に合わせて融けるように、患者様の病も融ける・・・表題にはそんな願いが込められています。 

また、表題の写真は当院屋上から撮影しました。 

秋
の
一
斉
清
掃
に
参
加 

～
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
者
も
〜 

安
曇
野
市
の
秋
の
一
斉
清
掃
に
合
わ

せ
、
当
院
は
職
員
の
業
務
の
都
合
上
、

11
月
５
日
に
参
加
し
、当
院
周
辺
の
道

路
の
、
草
取
り
や
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま

し
た
。 

今
回
も
職
員
だ
け
で
は
な
く
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム

(

自
治
会
に

未
加
入)

の

入
居
者
も
一

緒
に
参
加
さ

れ
ま
し
た
。 


